
 

                  

 

 

 

 

 

 

このおたよりは、小諸市芦原中学校区の小学校３校・中学校１校の統合校(芦原新校)に関わる「小諸市立小中学

校統合準備委員会」での検討内容や進捗状況について、市民の皆さんにお知らせするために発行しています。 

 

 

  

 8 月 26日、市庁舎会議室にて「第 6回小諸市立小中学校統合準備委員会」を開催しました。 

通学部会からは、現在検討を進めている通学路の設定・スクールバス運行案について、部会長の水明小

学校金井校長より説明があり、その後 3 グループに分かれて意見交換を行いました。委員からは、「交通量

の多い地域は、バス停留所の設置に関し十分な配慮を求めたい」、「川辺地区は児童数の減少により集団

登下校が困難な状況にあることから、通学路の整備等、安全確保が図れるまでの間は、スクールバスが利

用できるよう検討を進めてほしい」などの意見が出されました。 

これらの意見を踏まえ、統合準備委員会及び通学部会では、通学路の現状把握や、他自治体の取組み

等に関する情報収集を進め、さらなる検討を行っていきます。 

 

 

 

 スクールバス運行に係る前提条件 （※検討段階のため、確定事項ではありません） 

①自宅から新校までの通学距離が３ｋｍ以上の児童（小学生）を乗車対象とする 

②バス事業者が現在保有するバス３台（大型、中型、小型）で運行する 

③全６ルートを想定し、走行距離や道幅、乗車予定人数等を考慮した上で 

ルートの組み合わせを決定する（１台のバスで２ルートをピストン運行） 

④バス停留所は、主に既存の停留所や公民館を中心に設置を検討する 

⑤通学時間は概ね１時間以内となるよう配慮する 

 

 進捗状況、今後の取組みについて 

   芦原中学校区の４小中学校に係るＰＴＡ規約の整理を実施しました。今後は、規約内容に差異が生じている

項目について一致を図れるよう検討を進めていきますが、整理にあたっては、芦原中学校の規約を基にし、規

定がないものについては他校の例を参考にしながら一つにまとめていくこととします。 
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 進捗状況、今後の取組みについて 

新校の根幹、 フレームに当たる部分（グランドデザイン・学びの形態・授業時間等）については、教育部会内

のワーキンググループで検討を進め、原案を作成していきます。 これらの重要事項については、校長委員会

を経て、統合準備委員会に諮ることとしたい考えです。 

 

 進捗状況、今後の取組みについて 

9 月から 10 月にかけて、校章デザイン案の募集を行います。応募対象については、新校の完成前に卒業し

てしまう中学２年生・３年生の皆さんにもぜひ新校づくりに参画してほしいという想いを込め、芦原中学校区の

児童生徒を対象としました。 

 新校の校名 「小諸市立 芦原小中学校（仮称）」 の決定について 

   新校の校名募集（令和８年１月９日～２月 27 日）にあたり、７６５名の皆さんにご応募いただきました。その

中で「小諸市立芦原小中学校」を選ばれた方が４５９名となり、最も多くの支持を集めました。この結果は、市民

の皆さんが「芦原」という名称に深い愛着と誇りを抱き、その歴史と名称を将来へ受け継いでほしいという強い

願いの表れです。統合準備委員会および総務部会では、こうした市民の皆さんの想いをしっかりと受け止め、

検討を重ねて決定に至りました。 

   このように、自然の恵み、地域の記憶、そして学びに向かう知恵を併せ持つ「芦原」の名は、新校の理念や未

来像にふさわしい名称です。また、「小中学校」という表記によって、小学校段階と中学校段階の義務教育９年

間を一体的に担う学校であることを分かりやすく示し、どなたにも学校の姿が直感的に伝わります。 

   よって、幅広い世代に親しまれやすく、地域とともに歩む新校の名称としてふさわしいことから、校名を「小諸

市立芦原小中学校」に決定しました。 

なお、新校の校名は、令和９年９月議会定例会において、義務教育学校設置条例の制定を議会に付議し、

議決後に校名が正式決定となります。このため、条例案が可決されるまでの間は、校名を「小諸市立芦原小中

学校（仮称）」として使用し、周知を図っていきます。 

教育部会 
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※このおたよりは、小諸市ホームページにも掲載しています。 
問い合わせ先  

 
総務部会 

【「芦原」に込められた意味】 

■ 地域の歴史と自然 

 芦原中学校周辺にかつて一面に生い茂っていた「芦」に由来し、 

地域の歴史と自然を今に伝えます。 

■ 豊かさと希望 

古事記や日本書紀における日本の呼称である 

「豊葦原瑞穂国（とよあしはらのみずほのくに）」にもみられるように、豊かさや希望の象徴です。 

■ 知性と学び 

 哲学者パスカルの言葉「人間は考える葦である」にあるように、人間の知性や深く学ぶ姿を想起させます。 

 


